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全
力
疾
走
各
小
学
校
で

運
動
会

小坂･森江野小 学校では５月１８日に、

藤田･大枝小学校では２５日に運動会が行

われました。藤田小を除く３校では地区

住民も加Iわり､地区運動会として町内会

対抗競技も盛り込まれました。

児童たちは徒競走や障害物競争､綱引

きや玉入れなど懸命に挑みます｡ 昼には

華やかな鼓笛行進が行われ､紅白対抗リ
レーがスタートすると､全力疾走の 児童

たちへ大声援が沸き起こります。
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伊達9町による

伊達地方

任意合併協議会設立
へ

合
併
に
向
け
大
き
く
動
き
出
す

伊

達

九
町

の

合

併
問

題

を
話

し

介

う

「
伊
達

地

方

介

併
問

題

協

議
会

」
の

第

四

回
目

の
会

介

が

六
月

卜

‘
．
日

に
開

催
さ

れ

、
『
伊

達
地

方
任

意

介
併
協

議

会

』
の

設
い怯

を
決

定
し

ま
し

た
、
こ

れ

ま
で

．．
．川

の

会
介

に
よ

り
「
伊

達
は

ひ

と
つ

」
の

考

え
の

も

と
協

議

を

進
め

て

い

ま
し

た
が

、
九

町

す

べ
て

の
町

か

ら
介

併

が

必
要

と

の
力

向

が
確

認
で

き

た
こ

と

か

ら
、
介

併

に

向
け

た

準

備
作

業

を

す

す
め

る
「
任

意

介
併

協

議
会

」

の
設

を

と

な
り

ま

し

た
．

枠

組
み

等

は
こ

れ
か

ら
検

討

さ

れ
ま

す

が

、
町

村

介
併

に
向

け
て

人
き

く

助
き

始
め

ま
し

た
．

こ

れ

ま
で

「
伊

達
は

ひ
と

つ

と

の
考

え
の

も
と

に
、

介
併

に

つ

い
て
住

民

の
コ

ン
セ

ン
サ

ス

を
得

な
が

ら

瓦
月

末
ま

で
に

結

論
を

ま
と

め

る
」
と

の

Ｉ
．
月

二

卜

八
日

の

合
意

収
項

を

受
け

、

六

月

四
日

に
第

．．
．回

目
の

「
伊

達

地
方

合
併

問

越
協

議
会

」
が

問

催
さ

れ

ま
し

た
．

こ
の

な
か

で
介

併
へ

の

「
各

町

の
結
｛

鬯

を
報
ｔ
‥
さ
れ

、
（
‥

併

そ
の

も
の

に
つ

い
て

は

必
要

と
の

認
識

で

．
致
し

．

さ
ら

に

、

介
併

す

る
な

ら
ば
合

併

特
例

法

の
適

川
に

よ

り
優
遇

制

皮
の

あ

る
、

胼
成

卜
し

年

．．．
月

末
を
日

標

と

す
る
こ

と

を
申

し
介

わ
せ

ま

し

た
。
し

か

し

「
伊

辻
は

ひ

と

つ

」
と
の

９

町

に
よ

る
く

く

り

に

つ
い
て

は

、
飯

野
町

か

ら

「
難
し

い
」

と

の
話

が

あ
り

、

川

俣
町

か
ら

も

消
俺

的
な

意
Ｕ
一

が

述

べ
ら
れ

ま
し

た
。

こ

の
た

め

、
各
町

持

ち
帰

り

心
協

議
す

る
こ

と
で

閉

会
し

ま
し

た

。

こ

れ
を

受
け

て

、
六

川

卜

。
。

目
第

四
川

目

の
伊

辻
地

方
介

併

闘

題

協
議

会
が

開

催
さ

れ
、

各

町

か

ら

「
今
後

離
脱

す

る
町

が

あ

っ
て

も

仕
方

な

い
」

と
の
意

見

が
出

さ

れ
、

任
意

介
併

協
議

会
1
.
1

ｒ
期
Ｑ
Ｌ

げ

を
求

め

る
声

が

人

勢
を

占
め

た
こ

と

か
ら

、
任

意
介

併

協
議

会
の

段
置

が

決
定

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
名
称

を

「
伊
達
地
方
任
意
介
併
協
廠

会
」
と
し
、
じ
月
四
目
に
・段
し

総
会
を
問
催
す
る
な
ど
从
本
丿

項
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
「
伊
達
は
ひ
と
つ
」
と

九
町
で
の
枠
組
み
に
慎
亟
な
意

見
の
飯
野
町
、
川
俣
町
に
つ
い

て
も
、
任
意
合
併
協
議
会
に
加

わ
り
、
と
も
に
協
廠
を
進
め
る

方
向
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、

伊
達
九
町
に
よ
り
任
意
介
併
協

議
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
枠
組
み
に
つ
い
て
は
流

助
的
な
が
ら
、
今
後
、
介
併
に

向
け
た
只
体
的
準
備
作
業
が
す

す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

任意合併協議会って？
任意合併l＆満会は 法律|この規定はありませんが，11j町村介併につ

いて 一定の1や組みで関係Ilj町村が任意に協議を行う組織です．地域 一

関係巾町村の現状分析や将来構想などのtgg義を進めます，

今|･II,役4:される伊達地方任意合併協議会も．すべての町が介併を前

提としたものでなく，九町の抃刺|.みの中で仮に介併したらどうなる，

介併は可能かもjtめ1’1111な協,ｉ を行い．地域住民に介併に関する刊断

材料となる資料を提供するものです，

さらに協,議が進み，合併を行うことが確認で きれば．，湎会の硫決に
より．法111の規定により,没置される「法定介俳協,ｉ 企囗こ豬行1.まオ．

任意合併協議会の
基本的事項

(1)設立　平成15年 ７月４日

(設立総会)(2)

構成町　伊達 ９町

(3)名称｢ 伊 達地方 任意 合併

協譲会｣

(4)委員 の構 成　町 長､議会 議

長､学識 経験 を有 する者２

名(各町４名)

(5)事業　合併に関 する協議 、

調査研 究､ほか

(6)経費　補助 金及び

各町 負担金(平等)(7)

事務所　伊 達地方衛生処理

組合事務所内

(8)事務局職員　各町派遣



国
見
町
｢
合
併
や
む
な
し
｣
と
表
明

閥
兄
町
と
国
兄
町
議
会
で
は
、

瓦
月
一
．卜
匕
囗
「
巾
町
村
合
併

問
題
に
つ
い
て
の
議
員
令
貝
協

議
会
」
を
閧
催
し
、
瓦
月
末
ま

で
に
合
併
に
つ
い
て
結
論
を
ま

と
め
る
と
し
た
、
伊
達
地
方
合

併
問
題
協
議
会
へ
臨
む
方
針
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
．

各
議
員
か
ら
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
、
「
さ
け
て
と
お
れ
な
い
」

「
進
め
る
べ
き
」
と
全
議
員
か

ら
介
併
足
と
す
る
方
向
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
会

．
致

に
よ
り
、「
介
併
や
む
な
し
」
と

す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
六
川
四
目
の

伊
達
地
方
介
併
問
題
協
議
会
に

お
い
て
は
国
兇
町
及
び
国
見
町

議
会
と
し
て
、
合
併
に
向
け
た

方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
全
員
協
議
会
五
回
開
催

巾
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

Ｗ
議
員
全
員
協
議
会
は
改
選
前

回
一
月
七
日
に
第
一
回
目
が
閧

か

れ

、
介
併

の

必
要

性
、
今

後

の

取

り
組

み
に

つ

い
て

協

議
さ

れ
ま
し

た

。
改

選
後

は
、

瓦
月

六
日

こ

。卜
七

日
こ
（

爿
瓦

囗
・

卜
三

日
の

四
川

開
催

さ

れ
、

こ

れ

か
ら
国

見
町

の

歩
む

べ
き

基

本

方
針

が
検

討

さ

れ
ま

し

た
。

（

協
議

会
の

内

容

は

ド
記

「
伊

達

地
方

・
国

見

町

の
助
き

」

を
、

ご

参
照

ド

さ

い
．
）
第

．
．．
川
及

び

第

四

回
伊
達

地

方
介

併
問

題
協

議

会

開
催

の
翻

日

に
は

、
協

議

結

米

の
報

告
と

と

も
に

、
そ

れ

ぞ
れ

の
対

応
策

が

協
議

さ

れ
ま

し

た

．

六

月

．Ｅ江
日

に
は

、
飯

野

町

・

川
俣

町

の
対

応

を
め

ぐ
リ

「
参

加
し

な

い
町

が

あ
っ

て
も

進
め

る

こ
と

」
を

確

総
、

さ
ら

に
卜

．．．
日

に
は
任

意

合
併

協
会

設

蹴

に

つ

い
て

、
企

議
八

に
報

叱
‥
さ

れ

ま
し

た
．

合

併
の
人

き

な

課
題
で

あ

る

町

村

の
枠

組
み

や

、
町

民
か

ら

の
意

見
集

約
を

め

ぐ
り

議
論

が

展

開

さ
れ

ま
し

た
．

任
意
合
併
協
委
員

町

長
・
議

長
・

学
識
経
験
者
二
名

今
回
設
置
さ
れ
る
、
任
意
介

併
協
議
会
の
国
見
町
の
委
ｎ

は
、

冨
永
武
人
町
長
と
佐
藤
忠
叉
議

会
議
艮
及
び
学
識
経
験
を
行
す

る
者
と
し
て
、
八
鳥
博
卍
副
議

災
。
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
斎

藤
μ

助
会
長
の
四
名
の
方
で
す
。

伊
達
地
方
・
国
見
町
の
動
き

２

／
３

（
伊

達
地

方
合
併

問
題

協
議
会

〉
般
立

伊
達

地
方
９
町
の

町
長

、
議
長
で

構
成

し
、
情
報

を
交

換
し
な
が
ら

合
併

の
是
非

に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

２
／
2
8

（

伊
達

地
方
合

併
問

題
協

議
会

》（
第
二
回

）

「

伊
達
は
ひ
と
つ
と
い
う
考
え
の

も
と
に
、
合

併

に
つ
い
て
住

民
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
５
月

末
ま
で

に
結

論

を
ま

と
め
る
」
こ

と
を

合

意

３
／
７
　

〔
国
見

町
議

員
全
員

協
班

会
〕（
一
回

）

合
併

の
必
要

性

を
確

認

。
町

と
議

会
が
と
も

に
取
り

組
む
こ
と
と

し

、
懇
談

会
の
開

催
等
取
り

組
み
を
協
議

。

国

見
町

合
併

問
題
一

談
会

開
催
（
町

と
議
会
の
共

催
）

３
／
2
8
各
種
団

体
代

表
者
　

４
／
1
0
町
内

会
長

４
／

１１
大
枝

地
区
　
　
　
　

４
／

１４

大

木
戸

地
区

４
／

１５

森
江

野
地

区
　
　
　

４
／

１７

小

坂
地

区

４
／
1
8
藤
田

地
区

５

／
６
　

［
国

見
町

議
員

全
員
協

議
会

］（
二
回

）

改

選

後
、
合
併

は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
を
再

確
認

国
見

町
合

併
問

題
懇
談

会
聞

催
（
町

と
議

会
の
共
催

）

５

／
1
9
農
林

業
関
係

者
　

５

／
2
1
商
工
業
関

係
者

５

／
2
3
女
性
団

体

関
係
者

５

／
2
7
　
〔
国
見

町
議

員
全
員

協

議
会
〕（
三

回
）

国

見
町

議

会
の
方

針
に
つ
い
て
「
合

併

や
む
な
し
（
合
併

は
さ
け
て

通

れ
な
い
）
」
と

、
全
会
一
致

に
よ
り
結
論

６
／
４

（

伊
達
地

方
合

併
問

題
協

議
会
）（
第
三

回
）

各
町

か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
合

併
に
関

す
る

考
え
が
報

告
さ

れ
、
。１‐
「
伊

遣
は
ひ
と
つ
」
と
い
う
考
え

方
で
進

め
る
。
．ｔ
‘
平

成

１７

年
３
月
3
1
日

合

併
を
目

標
と
す
る

。こ

と
を
決
定

。

８
／
～
　

〔
国
見

町
議

員
全
員

協
議

会
〕（
四

回
）

前
日
の

伊
達

地
方

合
併

問
題

協

議
会
の

報
告

が
な
さ

れ
、伊

連
９

町
の
く

く
り
に
消
極

意
見

が
あ

る
こ
と

か
ら
協

議

。
参

加
し
な
い
町

が

あ
っ
で
も

仕
方

が
な
い
と
し

、「
伊

達
は
ひ
と
つ
」
と
い
う

考
え

方
で
進

め
る
こ
と
を

確
認

。

～
／
1
2

《
伊

連
地

方
合
併

間
題

協
議

会
》（
第
四

回
）

「
平

成

１７

年
３
月
末

合
併

、
任
意

合
併

協
議
会

の
早
期

立
上

げ
」
の

意
見

が
大

勢
を

占

め
、
任
意

合

併
協

阻
会

の
設

置
を

決
定

。
基

本
的

事
項

に
つ
い
て
協
阻

。

６
／
1
3

〔
国
見
町

議
員

全
員

協
議

会
〕（
五
回

）

任

憲
合
併

協
議

会
の
設
置

を
報
告

▲これからの国見町について臭剣な
議蛤が展開された議員全員協議会



合併問題懇談会の実施状況

実施日 � 団体名等 �
参加者数

��総数�男 �女

３月28日 � 各種団体 �72 �59�13

４月10日 � 町内会長 �58 �58�０

4月11日 � 大枝地区 �52 �46�６

４月14日 �大木戸地区 �25 �25�０

４月15日 �森江野地区 �41 �41�０

４月17日 � 小坂地区 �44 �40�４

４月18日 � 藤田地区 �73 �61�12

５月19日 �農林業関係 �57 �54�３

５月21日 �商工業関係 �19 �18�１

５月23日 �女性団体関係 �46 �０ �46

合　　　計 ��487�402�B5

合併問題懇談会
延べ487 名が参加

町と議会の共催による合併問題懇談会は10回開

催され、延べ487人が参加、67名の方から質問・要

望等が寄せられました。また、各種団体の協議会

及び総会において、13回約600 名の方々に合併に関

する説明会を行いました。

寄せられまし た声を、内 容別 に大きく 分類し たもの が

下のグラフで す。 合併へ向 けて（ 合併 後）の 要望・質問

が多く、 合併への 手法・ 手順についての質問も 寄せ られ

てい ます。 また、推進 を呼びかける声や 合併の 必要性 ・

アンケートについての質問がありました｡（懇 談会での内

容は広 報くにみ４月号及び下段で掲載し ています｡）

今月弓･では５月19 冂から23日に開催さ

れた、農林業関係者、商:匸業関係者および

女性団体関係者との懇談会で出された内

容をお知らせします。

農
林
業
関
係
者
と
の
懇
談
会
　
五
月
十
九
日

・
合
併
に
つ
い
て
、
現
在
の
他

町
の
進
み
具
合
は
。

合
併
に
つ
い
て
住
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
五
月
三

十
日
ま
で
各
町
が
集
約
し
、
六

月
四
日
の
合
併
問
題
懇
談
会
で

結
論
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
騨
し
い
情
況
は
聞

い
て
い
ま
せ
ん
。

・
郡
内
各
町
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
国

見
で
は
な
ぜ
取
ら
な
い
の
か
。

取
っ
て
い
れ
ば
参
考
資
料
と
し

て
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

合
併
に
つ
い
て
、
現
段
階
で

は
地
方
交
付
税
の
減
少
、
更
に

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

ド
等
、
避

け
て
通
れ
な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
食
す
る
段
階
で
は
な

い
こ
と
も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

・
政
府
は
猫
の
目
行
政
で
い
ろ

ん
な
諸
問
題
を
変
え
て
い
る
。

今
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
反
故
に

な
る
場
合
も
あ
る
。
合
併
に
つ

い
て

も
今
後
の
交
付
税
の
保
証

が
な
く
な
る
の
が
心
配
だ
。

全
岡
町
村
会
で
も
合
併
は
町

村
の
自
主
的
判
断
に
よ
る
べ
き

も
の
と
し
、
強
制
的
な
合
併
に

反
対
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
・
県
の
権
限
委
譲
な
ど
、
処

理
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
事
実

で
あ
り
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
強
く
要
望
し
て
い
る
も
の
の
、

小
さ
い
町
村
で
は
減
ら
そ
う
と

す
る
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

・
私
は
合
併
賛
成
で
あ
り
、
多

く
の
人
が
そ
の
よ
う
な
考
え
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
と
か
ら

合
併
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
な
合
併
を
よ
い
方
向

に
進
め
て
ほ
し
い
。

国
見
は
県
境
の
町
で
あ
り
、

あ
と
か
ら
手
を
あ
げ
る
わ
け
に



は
い
か
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

伊
達
み
ら
い
の
合
併
の
例
も
あ

り
、
苦
渋
の
選
択
で
す
。
伊
達

郡
の
各
町
で
も
そ
の
よ
う
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。

・
生
活
圏
が
近
い
川
西
地
区
あ

た
り
の
合
併
の
ほ
う
が
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
合
併
の
規
模
に
よ
っ
て
不

利
益
や
格
差
が
で
る
の
で
す
か
。

歴
史
的
に
経
過
や
生
活
圏
な

ど
か
ら
、
各
町
の
考
え
方
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
各
町
の
考
え

方
を
聞
い
た
あ
と
で
、
枠
組
み

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

交
付
税
は
算
出
方
法
が
決
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
不

利
益
、
格
差
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

商
工
業
関
係
者
と
の
懇
談
会
　
　
五
月
二
十
一
日

・
合
併
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、

九
町
で
ま
と
ま
る
理
由
、
町
長

が
考
え
る
枠
組
み
は

伊
達
地
方
合
併
問
題
協
議
会

発
足
時
に
『
伊
達
は
ひ
と
つ
』

と
あ
る
意
味
で
は
抽
象
的
な
表

現
に
よ
り
、
意
見
集
約
を
進
め

て
き
た
経
過
が
あ
り
、
何
町
で

と
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

二
（

月
四
日
に
町
長
は
ど
ん
な

話
を
す
る
の
か
。

集
約
す
る
役
割
も
あ
り
、
み

ん
な
の
話
を
聞
き
な
が
ら
進
め

た
い
。

・
合
併
が
具
体
化
し
た
場
合

、

職
員
の
減
少
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

合
併
に
よ
り
、
分
業
化
や
専

門
化
、
ま
た
は
企
画
能
力
の
向

上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
窓
口
業

務
な
ど
は
大
き
な
低
下
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

・
福
島
市
は
合
併
に
消
極
的
の

よ
う
で
す

が
、
「
伊
達
は
ひ
と

つ
」
枠
組
み
が
外
れ
た
場
合
の

腹
案
は
。

相
手
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

今
い
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

女
性
団
体
関
係
者
と
の
懇
談
会
　
　
五
月
二
十
三
日

・
市
町
村
連
合
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
。

巾
町
村
連
合
構
想
は
、
西
尾

私
案
に
対
し
て
全
国
町
村
会
が

対
案
と
し
て
出
し
た
も
の
で
す
。

消
防
組
介
や
術
生
処
理
組
合
な

ど
広
城
行
政
組
繊
が
あ
り
ま
す

が
、
巾
町
村
連
合
は
さ
ら
に
連

携
を
強
め
、
艮
は
公
選
で
選
び

ま
す
。
し
か
し
、
町
が
負
担
金

を
出
す
な
ど
大
差
な
く
、
限
界

が
あ
る
の
も
事
実
で
。
あ
ま
り

な
じ
ま
な
い
考
え
方
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
連
合
は
合
併
し
な
く

て
も
や
っ
て
い
け
る
方
法
な
の

で
し
ょ
う
か
。

市
町
村
連
合
は
長
が
公
選
に

な
る
も
の
の
、
町
村
は
今
ま
で

と
同
じ
く
残
り
ま
す
。
し
か
し
、

財
政
的
に
は
、
今
後
交
付
税
が

切
り
下
げ
ら
れ
れ
ば
小
さ
い
町

村
は
維
持
で
き
な
く
な
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。

・
合
併
し
な
け
れ
ば
だ
め
な
の

で
し
ょ
う
か
。

現
段
階
で
は
地
方
交
付
税
の

減
少
、
更
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
等
、
避
け
て
通
れ
な
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
伊
達
九
町
と
福
島
市
と
の
合

併
も
あ
る
の
か
。
私
は
福
島
市

と
の
合
併
が
い
い
。

福
島
市
は
現
在
の
規
模
が
望

ま
し

い
と
の
考
え
が
あ
り
、
合

併
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

町
の
豊
か
さ
や
規
模
な
ど
か
ら

合
併
と
い
う
よ
り
、
編
人
、
吸

収
と
な
り
か
ね
ず
、
主
体
性
が

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ん
。

わ

が
町

の
位

置

か
ら
し

て

、

隣
接

町

の
動

き
、

話
し

合

い
な

く
て

は

進
ま

な

い
状

況
で
す

。

・
合

併
を

前

提
と

な
っ

た
話

と

な
っ

て
い

ま

す
が

、
矢

祭
町

、

三

春
町
は

な

ぜ
合

併
し

な
い

こ

と

が
で

き
る
の

で

し

ょ
う
か

。

両

町

、
位

置
や

歴
史

的

経
過

、

そ
の

他
諸

要

囚
か

ら

の
判
断

だ

と
思

わ

れ
ま

す
が

、
央

際

的
に

は
人

変
で

。

や
っ

て

い
け

る
の

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
合
併
に
お
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。役

場
が
大
も
含
め
、
遠
く
な

る
と
い
う
の
が
大
き

い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
進
め
な
く
て
は
、

職
員
の
人
件
費
を
は
じ
め
、
逆

路
な
ど
各
雅
業
を
進
め
る
お
金

が
な
い
の
も
雅
実
で
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
さ
え
で
き
な
い
よ
う
で

は
進
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

・
年
少
人
口
が
少
な
く
な
る
、

現
在
の
四
小
学
校
一
中
学
校
が

ど
う
な
る
の
か
。

人
学
生
が
少
な
け
れ
ば
、
複

式
な
ど
も
あ
り
え
ま
す
。
統
合

と
の
話
は
、
地
城
の
方
々
と
卜

分
な
相
談
が
必
要
で
す
。
た
だ

少
な
す
ぎ
る
と
競
争
意
識
低

ド

な
ど
問
題
も
あ
り
ま
す
。



市
町
村
合
併
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
・
心
配
な
こ
と

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト

合併に期待されること( メリット)

市
町
村
合
併
に
よ
り
い
く
つ
か
の
町
が
集
ま
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
小
さ
な
町
で
は
難
し
か
っ

た
こ
と
が
、
で

き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

い
ろ
ん

な
施
設

が
使
え
る

（
住
民
の
利
便
性
の
向
占

こ

れ
ま

で
旧

町

村
で

作
っ

て

き
た

、

ス
ポ

ー
ツ

施
設

、
保

健

柵

祉
セ

ン
タ

ー
等

の
公

比（
施

設

が
利

川
し

や

す
く

な

り
ま
す

、

特

に
住

民
票

の
窓

ロ
サ

ー
ビ

ス

や

保
斤

所
な

ど
、

住

居
や
勤

務

地

の
近

く
な

ど
で

多

く
の
場

所

で

利
川

可
能

に
な

り
ま

す

。

い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
に
　

（
サ
ー
ビ
ス
泥

虞
化
・
多
様
化
）

小

さ
な
町

村
で

は

、
職
ｎ

は

い
く

つ
か

の
業

務
を

掛
け

持
ち

し

て

い
る

た
め

、
心
ｙ
門
的

な
対

応

．
鳥

度

な
収

り
組

み

に
は
限

外

が

あ
り
ま

し

た

、
合
併

に
よ

り
、

専
門

的
職
ｕ

が

配
置

で

き

る
と

、
木

目
細

や

か
な
質

の

鳥

い
サ

ー
ビ

ス
提

供

が
可
能

と

な

り
、
新
た
な
要
望
に
も
柔
軟
に

収
り
糾
め
る
個
性
あ
る
行
政
施

策
の
展
開
が
可
能
に
な
り
ま
す
、

大

き
な

事

菜

が
や

り

易

く

（
踵
点
的
な
投
胄
に
よ
る
膃

騙

）

こ

れ
ま

で
難

し
か

っ

た
多

く

の
お

余
を

か
け

る
人

心
″
業
が

、

亟

点

的
に

行

う
こ
と

が

で
き

る

よ

う
に
な

り
ま

す

、
災

い
年

月

を
か

け
て

行

っ
た

も
の

も
、

財

政
規

模
の

拡

人
に
よ

り

、
短
川

間
で

の
実

施

が
可

能
に

な
り

ま

す
。

巾
核

施

設
は
質

の

鳥

い
も

の

を
作

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

道

路

な

ど

広

域

的

に
　

（

蟲

的
四

嶝

立
つ

｀
掌
ち

づ
く

り

）

こ
れ
ま
で
、
町
村
毎
に
幣
備

を
進
め
た
た
め
町
村
境
で
。
道

輻
が
狄
く
な
っ
た
り
、
途
叨
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
逆
路

な
ど
は
Ａ
い
川
に
よ
り
広

い
笶
匳

で
、
辿
結
等
を
考
え
な
が
ら
進

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
水

路
や
Ｌ
地
利
川
な
ど
効
果
的
に

火
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
各
町
に
つ
く
ら
れ
た

体
青
施
設
な
ど
の
類
似
施
設
も
、

爪
枚
が
な
く
広
域
的
に
計
画
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
環
境
問
題
や

水
資
源
問
題
、
観
光
振
興
な
ど
、

広
域
的
な
調
惟
、
収
り
糾
み
等

も
艇
開
で
き
ま
す
。

経

費
の

節

減

が
可

能

に
　

（
行
財
政
の
効
串
化
業
務
）

各
町
に
町
長
、
助
役
、
収
人

役
、
教
育
長
が
お
り
ま
す
が
、

介
併
で
幾
つ
か
の
町
が
集
ま
る

と
、
町
長
は

．
人
と
な
り
そ
の

他
も

．
人
程
度
と
な
り
ま
す
．

ま
た
、
教
介
委
ｕ

会
、
ａ

業
委

八
会
な
ど
は
町
の
人
き
さ
に
関

わ
ら
ず
般
就
し
て
い
ま
す
が
、

統
介
さ
れ
．
そ
の
分
丿
務
の
職

八
も
少
な
く
て
済
み
．
経
費
も

シミュレー

ション

平
成
1
7年
３

月
ま
で
の

合
併
を
め
ざ
せ
ば

主
な
手
続
き
は
こ
う
な
り
ま
す
。

（
あ
く
ま
で
想
定
さ
れ
る
日
程
で
す
）

合併協議Ｉ期

経
過

月
数

年
月

主
　
な
　
事
　
項

１″
｀
Ｊ

冖
冖
）

（

／
）

１

1
5・
７

1
5‘
1
2

1
6・
１

1
6・
７

・
任
意
合
併
協
議
会
の
発
足

・
事
務
局
の
設
置

・
各
町
の
住
民
説
明
会

・
各
町

議
会

卜
法
定
協
議
会
設

置
議
案
の
提

出
・
議
決

・
法
定
協
議
会
設
置

・
第
１

回
合

併
協
議
会

（
以
後
随
時
開
催
）

「
合
併
協
議
会
」

合
併
の
足
非
を
含
め
て
巾

町
の
建
設
計
画
の
作
成
や
介

併
協
定
項
目
な
ど
、
介
併

に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
嘔
項
を
討

議
す
る
機
関
。
冖

長
、
破
会

議
八
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、

円
滑
な
推
進
の
た
め
小

務
‥
川
、

幹
丿
会
、
山
丿
門
部
会
な
ど
が

‐設
置
さ
れ
る
。

基
本
４
項
目
提
案
（
合
併
方

式

、
期
日
、
名
称
．
事
務
所
の

設
置
）

こ
の
ほ
か
約
２

、
０
０
０

項
目
と
も
い
わ
れ
る
協
定
項



節
減
さ
れ
ま
す
。

同
種
の
胼
業
も
、
各
町
佃
別

に
収
り
組
む
よ
り
、
一
体
で
取

り
組
め
ば
人
幅
経
費
を
節
減
で

き
る
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が

発
抑
さ
れ
、
経
費
を
か
け
な
い

よ

う
で
き
ま
す
。

多

く

の

人

で

支

え

あ

う

（
髷

器

露

皆

Ｔ

腿

婁

・`
｀
一
化
）

高

齢
者

の

増
加

の
反

而
、

そ

れ

を
支

え
る
七
日
年

・
壮

年
層

の

減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
小
さ

な
町
で
閥
民
健
康
保
険
や
介
護

保
険
制
度
を
維
持
す
る
に
は
雌

し
く
、
合
併
に
よ
り
行
財
政
基

盤
の
強
化
、
安
定
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
逆
路
な
ど

の
从
盤
整
備
な
ど
均
一
な
整
術

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

小
さ
な
町
で
恥
ず
か
し
い
と
思
う
人

も
｛
｀
罌
イ
″
・
多
多
螽
蒿
箔
召
咾
｝

人

き

な
巾

町
村

の

誕
生

に
よ

り

、
地

城
の

存

在
感

、
イ

メ

ー

ジ
ア

ッ

プ

に
つ

な
が

り
、

企
業

の
進

出

や
片

者

の
定

着
。

爪
要

プ
ロ

ジ

ェ

ク
ト

の
誘

致

が
期
待

で
き

ま

す
。

地

域

の
総

介

力
向

卜
い
に

よ
り

、

全
体

的

な

成
長

力
や

苫
境

を
乗

り
越

え

る
力

が

強
く

な
り

ま
す

。

心配なこと( デメリット)

「
役
場

が
遠

く
な
っ
て
、

不

便
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

役
場

の
位

置
は

合
併

協
議

会

で
協

議

さ
れ

ま
す

が

、
こ

れ
ま

で

の
町
村

役

場
は

、
合

併
後

も

新
市

町

村
の

支
所

や
出

張
所

と

し
て

活
川

さ

れ
、

一
部

の
機

能

は
残

り

ま
す

の
で

、
住

民
票

や

証
明

杙
‥
な
ど

日
常

的
な

サ

ー
ビ

ス
は

引
き

続

き
行

わ

れ
ま
す

。

「
住
民
の
声
が
届

き

に

く
く
な
り
ま
せ

ん
か
？
」

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
役
燭
に

来
れ
ば
町
長
と
会
え
る
、
課
長

と
話
せ

る
と
い
か
な
く
な
り
、

さ
ら
に
議
八
の
方
も
少
な
く
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
旧
巾
町
村
間
の

調
整
を
図
る
『
地
域
密
議
会
』

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
介

併
前
の
旧
巾
町
村
の
意
向
を
考

心
で
き
る
よ

う
仕
組
み
を
考
え

ま
す
。

「
税

金
や
水

道
料

な
ど

、

住

民
負

担
は
増

え
な
い
の
？
」

水
逆
料
や
国
保
税
。
介
護
保

険
料
な
ど
は
、
町
村
ご
と
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

、
負
担

額
に
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
「
サ

ー
ビ
ス
水
準
は
鳥
く
、
負
担
は

軽
く
」
調
整
さ
れ
る
の
が
一
般

的
で
す
。

介
併
に
よ
り
化
民
の
負
担
が

急
激
に
増
え
な
い
よ
う
、
所
嬰

の
法
改
卍
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
中

心
部

だ
け
が
よ

く
な
っ
て

、

周
辺

部
は
寂

れ
ま
せ

ん
か
？
」

合
併
に
よ
り
川
辺
部
は
収
り

残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
巾

町
村
問
で
介
併
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
を
話
し
介

い
、
中
心
部
だ
け

で
は
な
く
て
、
周
辺
部
の
こ
と

に
も
配
虚
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
（
巾
町
村
建
設
計
両
と
い

い
ま
す
）
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

「
国
見

の
名

前

を
残
し

た
い
」

町

の

名
前

は
合

併
協

議
会

で

協
議

さ

れ
ま

す
が

、「
国

見
」
と

す
る

こ

と
は

困
難

と
考

え

ら
れ

ま
す

。

こ
こ
で

育

ま
れ

て
き

た

歴
史

、

文
化

。
伝

統
な

ど

に
つ

い
て

は

、
新
巾

町

村
の

貴
屯

な

財
産

と
し

て

引
く

継
ぐ

こ
と

と

な
り

、

新
巾
町

村
内

の

住
所

の

な
か

に

名
称

を
残

す
こ

と
な

ど

は
、

今

後
は

協
議

さ
れ

ま
す

。

合併協議ｎ期
合併協

議Ⅲ期

りａ１４１Ｑ
Ｊ

１

1
6・
８

1
6‘９

1
7・
３

目
の
調
整

が
順

次
行
わ
れ
る
。

・
市
町

建
設
計
画
（
案
）
・
財
政

計
画

（
案
）
報
告

・
審
議

・
各
町
の
住
民
説
明
会

・
市
町

建
設
計
画
（
案
）
決
定

・
市
町

建
設
計
画
決
定

「
市
町

建
設
計
画
」

新
巾
の
将
来
構
想
や
基
本

方
針
、
根
幹

と
な
る
嘔
某
、

財
政
計
画

な
ど

が
定
め
ら
れ

る
『
。。

・
座

疋
魯
と
り

ま
と
め
決
定

亠
口
併
関
係
議
案
の
提
出
、

県
議
会
の
議
決

いろいろな問題も起こりえますが､そ

れらを克服するためには合併前によ

く話し合って良い解決策を見つける

ことが大切です。



眼
盛
な
士
気
を
披
露

国

見

町

消

防

団

定

期

点

検

消
防
精
神
に
徹
し
た
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
、
国
見
町

消
防
団
定
期
点
検
は
六
月
八
日
、
藤
田
小
学
校
な
ど
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
観
閲
か
ら
始
ま
り
通
常
・
機
械
点
検
や
各
種
訓
練
、
ポ

ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
馴
練
を
通
じ
、
消

防
団
員
の
旺
盛
な
士
気
と
、
規
律
あ
る
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

国

見

町
消

防
団

八

、

。瓦
分
団

一
。
百
名

が
藤

川
商

店

街
に

整
列

。

統

監

・
Ｍ

永

町
災

を

先
頭

に
朽

木

勝
之

団
長

や
消

防

川
幹

部

、

町

議
会

議
Ｕ

を
粱

せ

た
卜

四

台

の

消
防

ポ
ン

プ

巾
が

通
り

ま

す
。

亟
ｈ

か

ら

の
閲

団
で

定
期

点

検

が

始

ま
り

ま
し

た
。、
消
防

団
Ｕ

は

ラ
ッ

バ

隊
、

団

旗
を
先

頭

に

藤

川
小

学

校
ま

で

団
員

は
整

然

と
行

進
し

ま
し

た

。

蒲

川
小

校
庭

に

入
場
す

る
と

出

助

人
貝

と
巾

両

搬
杵

が
な

さ

れ
、

朽
木

団
長

の
訓

示

に
よ

り

集
結

完
ｆ

で
す

。

式
で

は
統

監

Ｗ
…
永

町
艮

が

「
地

域
住

民
の

生

命

、
身
体

と

財
産

を
守

る
と

い

う
崇

高

な
任

務
を

自

党
さ

れ
、

使
命

感

を
も

っ
て

消

防
活

助

に

。
層
ご
精

励

い
た

だ

き
ま

す
よ

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者
｛
敬

称

略

｝

★
福
島
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
章
　
舟
山
　
武
継

★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
　
菊
地
　

孝
一

朽
木
　
勝
之

○
勤
続
章
　
木
村
　
正
義

横
山
　
孝
夫

★
福
島
県
消
防
協
会
長

○
功
績
章
　
松
浦
　
幹
男

○
精
勤
章
　

舟
山
　
武
継

吉
川
美
智
夫

○
勤
続
章

佐
藤
　
操
一
　
渋
谷
　
　

薫

秦
　
　
寓
夫
　
斎
藤
　
政
利

赤
坂
　
正
勝
　
羽
根
　
善
隆

高
橋
　
信
一

○
退
職
団
長
感
謝
状商

橋
　
　
力

○
退
職
団
員
感
謝
状

高
橋
　
　

力
　
石
川
　
好
一

菊
地
　
孝
一
　
鈴
木
　
一
男

東
海
林
忠
雄
　
菊
地
　

顕
一

徳
汪
μ

市
郎
　
占
田
美
智
夫

穐
月
　
　

繁

★
消
防
協
会
伊
達
支
部
長
表
彰

○
功
績
章

鈴
木
　

耕
治
　
宍
戸
　
且
郎

○
梢
勤
章

松
浦
　
政
弘
　
宍
戸
　
隆
一

佐
久
間
武
夫
　
若
林
　
幸
雄

松
浦
　
　
守
　

高
原
　
正
幸

巾
川
　
Ｍ
一
　

高
橋
　
光
男

佐
久
間
　
隆
　

山
田
　
　

勲

○
一
般
人
表
彰
　

佐
野
　
武
光

★
町
長
、
団
長
連
名
表
彰

○
退
職
団
員
感
謝
状

高
橋
　

力
　
石
川
　
好
一

菊
地
　
孝

．

鈴
木
　
一
男

菊
地
　
顕
一
　
東
海
林
忠
雄

菊
地
　
信
七
　
徳
江
喜
市
郎

実
沢
　
和
夫
　
古
田
美
智
夫

穐
月
　
　

繁
　
藤
田
　

一
則

Ｏ
用
地
協
力
者
感
謝
状

野
村
　
春
占
　
大
野
　
収
好

玉
手
　
忠
七
　
阿
部
　
　
晃

★
消
防
団
長

○
優
良
消
防
団
員

佐
藤
　
保
夫
　
大
沼
　
重
好

菊
地
　

古
伴
　
人
内
　
安
雄

後
藤
　
正
利
　
佐
久
間
　

茂

安
藤
　
四
郎
　
村
上
　
信
夫

山
田
　
勇
一
　
佐
藤
　
　

武

松
浦
　
知
弘
　
横
山
　
陛
作

曳
地
　
卍
勝
　
遠
藤
　
　

茂

斎
藤
　
幸
雄

○
現
場
功
労
者
感
謝
状

佐
藤
　
洋
一
　
佐
野
　
武
光



う
に
。
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
各
種
衣
彰
伝
達

が
行
わ
れ
、
身
な
り
を
確
認
す

る
辿
常
点
検
、
今
十
四
台
の
ポ

ン
プ
巾
両
お
よ
び
機
械
器
只

の

点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
合

団
ｎ

を
二
中
隊
に
編
成
し
て
の

各
佃
訓
練
、
小
隊
訓
練
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
第
丘
分
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
法
も
、
き
び
き
び
と

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
忠
美
議
長
や
瀬
戸
明
人

県
北
地
方
振
興
局
長
等
か
ら
祝

辞

が
寄
せ

ら

れ

、
点
検

を
締

め

く

く
り

、
統

監
冨

永
町

長

は
、

皆

さ
ん

の
旺
盛

な

上
気

が
遺

憾

な

く
発

揮
さ

れ

。
消
防

団

に
対

す

る
信

頼
を

一
層

深
め

ま
し

た

と
講

評

。
最

後
に

朽
木

団
長

は

「
団

員

二
六

二
名

が

一
体

と
な

り

、
一
川

努

力
し

て

い
く
決

意

で
す

。
」
と
述

べ
、
町

を
守

る
晢

い
を
新

た
に

、
定

期

点
検
は

終

了
し

ま

し
た

。

現有勢力火災発生件数

消 防団員数

本 団　　　　 ４人

第1分団（小坂地区）48 人

第2分団 く藤田地区）77 人

第3分団（森江野地区l･ 59人

第4分団 く大棧地区）30 人

第5分団（大木戸地区）44人

消 防施設

消防 ポンプ自勣 車　6 台

小SI 勅カポンプ積載單8 台

小 型勧力ポンプ　　8 台

消火 栓　　　　95 基

防 火水槽　　　79 碁

平成10年　3 件

平成11年　7 件

平成12年　3 件

平成13年　7 件

平成14年　4 件

平成15年　6 件

(15 年5月末)

薛
田
商
店
街
に
整
列
す
る
全
五
分
団
を

車
上
か
ら
閲
団
す
る
統
監
冨
永
町
長

き
び
き
び
と
し
た
勳
き
を
披
露

第
五
分
団
の
ポ
ン
プ
操
法

河 肌 の 汚 れ の60％ は

家庭排水!!
河 が汚 れる原因 には､工 場から出る水や家庭 から出

る水などさまざまですが､特に問題に なってい るのは

家庭 から出る｢生活排水｣です。

川 の汚 れの原因 の59. 3 %が｢生 活排水｣であ ると の

福島県の調査結果が出てい ます。

山林など5.4

 %
齟婁･畜産忿

6｡5％

工場など28.8

 %

生活排水59.3

 %

生活排水のなかでも

台所からの排水の汚れ
の割合が高くなってい

ます。
そのなかでも油は河川の水質を晋

しく悪化させます。

ち よつとしたく ふうで 河川の浄化 がはから れます。

皿の汚れは 紙や

布で拭き取って か

ら洗ったり､調理く

すや食べ残しを流

さないように水切

り袋を使いましょ

う。

三角コ ーナーには、　 い

爾瓏くずや食ぺのこしを

滝さないように水叨り 袋を

使いましょう ．

水きり 袋を各戸 に配布

阿武隈川の水質浄化のため流域の福島宮城両県の市町村で

絹 織する｢ 阿武隈川 サミ ット 実行委員会｣の今年度の事業とし

て｢ 水きり 袋｣を 各戸に配布し まし た｡台 所の三角コ ーナーな

どで便ってい ただき､水質浄化にご協力ください 。

下水道 や合併処理浄化 槽を 利用さ れてい る場合でも､ 排水

の処理能力の向上が見込ま れますのでご活用ください。

★問い合わせ

住民生活課　住民グループ フ5   ー2 Ⅱ 6
Jyumin@town.kunimi.fukushima.jp



５
月

のグ
ラ

ビ
ア

児童が田植えを体験

各
小
学
校
で

は
地
域
・
Ｐ
Ｔ

Ａ

の

方
々
の
協
力

を
い
た
だ

き

な

が
ら

、
手
植
え
に

よ
る
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
裸
足
に
な
っ
て
田

に

は
い
る
と
子

ど
た
ち

は
歓
声

を
上
げ

、泥

ん
こ
に

な
り
な
が
ら

の
作
業
で
す
。
こ

れ
か
ら
収
穫
ま

で
の
農
作
業
を
体
験
し

。
お
米
に

な
る
ま
で
を
観
察
し

ま
す
。
田
植

え

を
通
じ
家
族
の

苦
労
や

栽
培

の
難
し
さ
を
理

解
し

、
豊
か
な
心

を
育

む
と

い
う

大
き
な
収

穫
を

め
ざ
し
ま
す
。

全校で田植えに取り組む小坂小児童

交
通
安
全

親

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５月11日に新入学児童を対象とし た､「 交

通安全 親子フェ スティ バル」 が伊達町の自

動車学校で開 催さ れまし た。 新入学児童を

事故 から 守ろうと交 通安全 協会など が主 催

し 、交通安全母の会による人形劇をはじめ 、

実際に車と人形による 事故の 実演 では 、恐

ろし さを 体得 、白バイやパトカ ーへの体験

乗車など 、交通ルールを守ること を誓い ま

し た。

一
日

ま
ち
の
保

健

室

公
立
藤
田
総
合
病
院

５月 ８・９日の両日 公 立藤 田総 合病院

では｢ 一日 まちの 保健室｣を 開設､ 看護師

さんたちが健康相談にあたり まし た｡｢看

護の日｣を 記念し 例年 開催さ れており｡ 入

口のロビーでは血圧測定やコンピュータ

ー で若さの測定な どが 行な われ､来 院者

で賑わいまし た｡ また､育児相談なども催

されまし た。

大
き
く
育

っ
て

サ
ツ
マ
イ
モ

藤田 保育園と 桑折町 緑風回のおじい ちゃ

ん 、おばあち ゃんたち が一緒にな ってサツ

マイモの 苗を植え まし た｡ ５月30日緑風 園

内 にある 約３アールの ふれあい 農園で行わ

れたもの で 、例年両園の交 流が進めら れて

い ます。 孫のような園 児と 一緒に 、手 を取

り 合って苗を 植え付け 、水をやり ます。収

穫まではおじいち ゃん たち が育て上げ 、秋

には また一 緒に 大きくな ったサツマイモを

掘リおこしま す。

の
ん
び
り
草
を
食
む

町
営
牧
野
開
牧

昨年10月から冬季閉 鎖をし てい た、国見町 営

牧野が ５月28日開牧し 、放たれた牛 たちは 、久

し ぶりに広々とし た草地で草を 食みまし た。牧

野は 国見网と白石市に また がる 丘陵 地21ha か

らなり 、主に繁殖牛を育成し てい ます。開 牧式

では 管理する 、国見牧野利用組合の徳江忠組合

長が「秋 まで約40頭Ｕ 上の牛が放牧の予定です。

皆様のご 協力お願いし ます｡」とあいさつ。牛た

ち が事故なく 、無事に育つよう 祈りまし た。



「
ミ
ス
ピ
ー
チ
撮
影
会
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト▲町 長賞に 輝いた松 浦

さんの「花と微笑み」

国 見写真倶楽 部が主催する「第 ７川岡 兒ミ

スピ ーチモデ ル搬影会」フ ォト コンテストの

審 査会がこのほ ど行われ、最優 秀賞となる国

見町 艮賞に松 浦英人さん（駅前）の「花と微

笑み」が選ばれまし た。撮彫 会は４月131」に

観月台 公園 などて、近隣町村 から写真愛好家

が参加し 行われ、l’i八点の作品 が応募され ま

し た。

・ 愚侵秀賞 「花 と微笑 み」　 松浦 英夫（駅前）

優秀賞　 「微笑」　　　　 徳江　 昇（第７１

ｆミ スピ ーチ）　 鈴木亀久夫（橘ll ）

「ピ」ア1純砕汨 」　 佐屐 歯章C板橋）

三
重
国
見
町
　
写
真
ク
ラ
ブ

長
崎
で
集
い
、友
好
を
深
め
る

大
分
県
・
福
島
県
両
国
見
町

の
写
真
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が

長
崎
県
国
見
町
に
集
ま
り
、
三

県
の
写
真
ク
ラ
ブ
が
一
堂
に
会

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

当
町
国
見
写
真
倶
楽
部
か
ら

は
、
鈴
木
俊
博
会
長
は
じ
め
十

一
名
が
参
加
、
五
月
二
十
二
口

か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
長
崎

を
訪
れ
ま
し
た
。
大
分
県
国
見

町
か
ら
も
六
名
が
参
加
、
歓
迎

式
で
は
、
渡
邉
秀
孝
長
崎
県
国

見
町
長
と
長
崎
県
国
見
写
真
ク

ラ
ブ
の
谷
守
亮
会
長
よ
り
歓
迎

の
Ｉ丿
葉
を
う
け
ま
し
た
。
一
行

は
町
内
散
策
や
長
崎
国
見
町

に

伝
わ
る
伝
統
芸
能
「
鳥
さ
し
」踊

り
の
撮
影
な
ど
行

い
、
写
真
を

通
じ
た
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
島
原
市
、雲
仙

を

訪
れ
、午
後
の
お
別
れ
会
に
は
、

国
見
鳥
校
の
小
嶺
校
艮
も
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
は
長
崎
写
真
ク

ラ
ブ
一
行
が
当
町
を
訪
れ
る
な

ど
活
発
な
交
流
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
回
の
交
流
時
に
撮
影

さ
れ
た
作
品
は
、
九
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
三
県
巡
回
写
真
展

に
出
展
さ
れ
ま
す
。

５
月
2
5日

大
枝
地
区
連

合
大
運
動
会

大
技
小
低

学
年
生
の
天
気
を
予
想
す

る
「
わ
た
し
は
迷
天
気
予

報
士
」

５
月
1
8日

森
江
野
地
区

大
運
動
会

児
童
も
方
部

に
分
か
れ
て
、た
す
き
を

つ
な
ぐ
「
方
部
対
抗
陣
書

物
リ
レ
ー
」

５
月
1
8
日

小
坂
地
区

遭

動

会

五

つ

峰

に
と

ど

け
１
小

坂
つ
こ
の
フ
ァ
イ

ト
ー
５
・
６
年

に
よ
る
「
１

５
０
ｍ
走
」
の
ス
タ
ー
ト

５
月
2
8
日

藤
田
小
学

校

１
３
０
周
年
大
運
動
会

騎
馬
戦

に
よ
り
奥
州
合

戦

を
再
現

。「
奥
州

１
３
０

年

の
戦

い
」
大
将
戟

元気いっぱい

運動会



保 健だ より
保健福祉課 。保健グJﾚｰ ﾌﾞ｡(  585 ) 2 ﾌ 83
厂.  hoken@towh.kunimi.fuk  ushima.jp

子宮がん検診を
受けましょう!!

30歳以上の女性を対象に

子宮がん検診を行います。
＊受 診対 象者には、受診 票を個別 に通知い たし ます。

・期　間　　　 ７月１日 から８月29日 まで

｛但し､８月7 ・8､11 ～16日 を除く ｝

・場　所　　　 公立藤田総 合病院　婦人科外来

※春の 健康竹理 附帯 調査ア ンケ ート で町 の検診を 希望しな か

った方で．新 たに検診を希望する場合は．保健福祉課　保 健

グループまでご連絡く ださい．

育　児　教　室
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成15年１月～２月生まれの幼児 � ８月７日( 木) �午後1  時 ･分～午後１眄45分 �
観月台文化センター

第１和室

l検診内容】身長 一体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 棚

・３か月児（平成15年４月生まれ）

・９か月児（平成14年10月生まれ） �
８月28日( 木) � 午後1  時 分～午後２眄 � 観月台

文化センター

第１和室

【検診内容】医師の指尋、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

３ 歳 児 健 診
骸　　 当　　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成12年２月IEﾖ ～

平成12年３月31日生まれの幼児
８月19日(火) 午後1  時 15分～午後１時45分

観月台又化センター

大研修室

【健診内 容 】内科と歯科の医師の診祭、生活保健指導、視力・ll力検査などを実施します。

心理判定員による相談 一指導･･･子育てに関する不安や悩み等。お気軽にご相談ください。

健診該当者には後日健診票を郵送します。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

検
診
は
受
診
後
の

対
応
が
重
要
で
す

去
る
５
月
６
日
か
ら
2
4日
ま

で
の
延
べ
1
5日
間
に
か
け
て
総

合
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

検
診
の
受
診
結
果
が
皆
様
の

お
予
元
に
届
い
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
要
医
療
・
要
精
検
の

結
果
の
方
は
、
早
め
に
医
療
機

関
で
の
受
診
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
体
に
異
常
を
感

じ
た
と
思
っ
た
ら
早
め
に
医
療

機
関
へ
受
診
し
、
呼
門
医
の
診

察
を
受
け
ま
し

よ
う
。

健
康
は
日
々
の
積
み
取
ね
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で
守
り
、

常
に
健
康
な
か
ら
だ
で
の
生
活

を
心
が
け
ま
し
よ
う
卜
‥



インフォメーション

募
　
集

公
立
藤
田
病
院
組
合

（
大
学

卒
程

度
）

公
立
藤
田
病

院
組
合
で

は
、
平
成
十

六
年
度
職
員

採
用
候
補

者
試
験
の
受
験

者
を
次
に
よ

り
募
集
し

ま

す
。

受

験

資

格

◇

一
般

事

務

【
大
学
卒

程
度
一

…
昭

和

五
十
三

年
四
月
二
日

か
ら

昭

和
五
十
七
年
四
月

一
日

ま
で

に
生
ま
れ

た
者

で
、

大

学
を
卒
業
又
は
平

成
十

六
年
三
月
ま
で

に
卒
薬
見

込
み
の
者

▼
募

集
期
限
・
：

六
月
二
十
七
日

（
郵
送
の

場
合
は
六
月

二
十
五
日
消

印
分
ま
で

受
付

）
▼
一
次

試
験
日
…
七

月
二
十
七
日

（
日

）
▼
二
次

試
験
日
：
二

次
試
験
合

格
者
に
通
知

▼

試
験
方
法

…
一
次
試
験
は

教
養
試
験

。
二
次
試
験

に

つ
い
て

は
、
小
論
文

、
さ

ら
に

主
と
し
て
人
物

に
つ

い
て
の

而
接
に
よ

る
試
験

を
実

施
▼
申
込
用
紙

の
請

求
申

込
用
紙
は
公

立
藤
田

総
合

病
院
総
務
課
で

交
付

し

ま
す
。

▼
申
込

方
法
・
：

◇
申
込
川
紙
に
必
嬰
事
項

を
記
入
し
、
公
立
藤
田
総

合
病
院
総
務
課
に
提
出
の

こ
と
。
◇
郵
送
に
よ
る
提

出
も
可
能
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院
総
務

課

‥`（
５
８
５
）
2
1
2
1

福
島
県
職
員

【

資

格

免

許
職

・
高

校

卒

程

度

】

▼
受
験
資

格
◇
資
格
免

許

職
（
司

蠢
・
看
護
師
等

）

…
職

種
に
よ
っ
て
異

な
る

の
で
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
◇

高
校
卒
程
度

…
昭
和

五
十

七
年
四
月
二

日
か
ら

昭

和
六
十
一
年

四
月
一
日

ま
で

に
生
ま
れ

た
者
。
学

歴

は
不
間
。
職

種
に
つ

い

て

は
一
般

・
学
校

・
警
察

事
務
及
び
そ
の

他
の
職

種

が

あ
リ
詳

細
は

問
い
合

わ

せ

の
こ
と

▼
受

付
期
間
・
：

八
月
四
日

～
八
月
二
十
六

日

▼
一
次

試
験
日
・
：
九
月

二
十

八
日

【
市
町
村

立
学
校
栄
養

職

員
・
事

務
職
員
】

▼
受

験

資
格

◇
栄
養
職
員

…
昭
和

五
十

一
年
四
月
二
日

か
ら

昭

和
五
十
九
年

四
月

一
日

ま
で

に
生
ま
れ

た
者
で
、

栄
養
士

の
免
許
を

有
す
る

者
又
は

取
得
見
込

み
の
者

◇
事

務
職
貝
・
：
昭

和
五
十

七
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和

六
十

一
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ

た
者
▼
受
付
期

間

・
一
次

試
験

日
は

【
短

大
・
高
校
卒

程
度
】
と

同

じ［
警
察
官
Ｂ
一

▼
受
験

資

格
…
昭

和
四
十
九
年
四

月

二
日
か

ら
昭
和
六
十

一
年

四
月

一
日
ま
で
に
生

ま
れ

た
者
で

、
警
察
官
Ａ

の
受

験
資

格
を
有
し
な

い
者

▼
受
付

期
間
…
七
月

二
十

八
日

～

八
月
十
九

日

▼
一

次
試

験
日
…
九
月

二
十
一

日★
問
い

合
わ
せ

福
島
県
人
事
委

員
会

｀
Ｊ（
５
２
１

）
7
5
8
8

国
家
公
務
員

（
Ⅲ
種

試
験

）

人
事
院

で
は
、
国
家
公

務
貫
採

川
Ｉ

種
試
験

（
高

校
卒
業

程
度
）
の
受
験

者

を
募
集
し

ま
す
。

【
Ⅲ
種

試
験
】

▼
受
付

期

間
・
：
七

月

一
口

か

ら

八

日

）
ま
で

▼
職
種

◇
行
政

◇

郵
政
◇
税
務

★
こ

の
他
に
入
国

警
備
官

や
刑

務
官
等
の
試
験

も
実

施
さ

れ
ま
す
。
受
験

資
格

な
ど

詳
細
や
資
料

請
求
は

次

ま
で
。

★
問
い
合
わ
せ

人

事
院
東
北
事

務
局
第
二

課
｀
‥
０
２
２
（
２
２
１

）
２

「
下

水

道
排

水

施

設

」
の

清
掃
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

最

近
『
排
水

設

備
の

消
掃

を
役

場

か
ら
頼

ま

れ

た
。
』
な
ど
と
各
家
庭
を
訪
問
し
。
清

掃
を
進

め
て

い

る
者
が

い
る
と
の
話

を
お
聞
き
し
ま
す
が
、
町
で
は

依
頼
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

排
水

施
設
（
台

所
。
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
町
で
設
置

し

た

『
公
共
ま
す
』
ま
で

）
の
点

検
・
清
掃

に
つ
い

て
は
、
各
自

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
必
要

に

応
じ
て
信
頼

さ
れ
る
町

指
定
工

事
店

に
相
談
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な

お
、
不
明

・
不
審

な
点
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、

左
記

に
ご
辿
絡

を
お
ね
が

い
し
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ
・
連

絡
先

上
下

水
道
課
　

下

水
逆
グ
ル
ー
プ

晋（
５
８
５
）
2
9
8４

「
役

場
の
ほ
う
か
ら
」
「
消

防
署
の
ほ

う
か
ら
」
と

公

的
機

関
の
名

を
か
た
り
。
商

品
を
売
り
つ
け
る
被

害
も
報
告
さ

れ
て

い
ま
す
。
不
審

に
思
っ
た
場
合

に

は
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（

’。
５
２
１
－
0
9
9
9

）

に
相
談
し
ま
し

よ
う
。



インフォメーション

異文化体験教室
「国際交流」人との共生！

「ふるさと体感」森との共生！

県北 地方に 住む小 学5年生 から 中学生

を 対象に､ 異文化体 験教室を開 催しま す。

在宅外人と の交流を通 じ、外 国の 文化 ・

生 活などを 体験 するも ので す。

・開催日…８月１日（金）

・内容…福島市市民会館での在住外国

人との交流をはじめ､ 外国料理を自分

たちで作り試食、茶室で茶道の体験

・参加資格…県北地方に住む小学５年

生から中学生（40名）

・応募締切…7月16日◆参加料は無料で

す｡応募方法や詳細はお問合せくださ

い。

★応募先 ・問合せ先

〒960?8601

福島 市役所内福鳥 地方広域行政事務組合

｢ 異文化 体験 教室｣ 係　(  1 )

http二//ｗｗｗ.uma17,fukushima.fukushimd.jp

お
知
ら
せ

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
”
Ｊ

（
特
設
人
権
相
談
所
開
設
）

七

月
は

「
社
会

を
明

る

く
す

る
運

動
」
強
調

月
間

で
す
。

毎

日
の
生
活
の
な
か
で

、

ふ
く
ら
ん
で

い
く
悩
み
を
、

ひ
と
り
で
か
か
え
な
い
で
、

特

設
人
権
相
談

所
に
お
気

軽

に
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

相

談
は
無
料
で
、

秘
密
は

厳

守
し

ま
す
。
む

ず
か
し

い
手
続
き

も
い
り
ま
せ

ん
。

〔
特

設
人
権
相
談

所
一

▼
日

時
…
七
月
十
日
（
木

）

午

前
十
時

か
ら
午

後
三
時

ま
で
▼
場

所
・：
国
見

町
観

月

台
文
化
セ
ン
タ
ー

★
問
い
合

わ
せ

福
島

地
方
法
務
局
　

人
権

擁

護
課

昔
（
５
３
４
）
ｌ
ｌ
‐
‘Ｉ

聴
覚
障
害
者
巡
回

相

談
会
の
お
知
ら
せ

福

島
県
障
害
者

総
合
福

祉

セ
ン
タ
ー
主

催
に
よ

る

相

談
会
を

開
催

い
た
し
ま

す
。

▼
日

時
：
七
月
十

八
日

午
後

一
時
～
午
後

三
時
▼

場
所

：
月
舘
町
公
民

館
▼

相
談
内

容
・
：
補

聴
器
の
要

否

・
処
方
及
び
修

理
又
は

使
用
方

法
等
に
関
す

る
相

談
耳
の
疾

病
、
聴
力
の

程

度
に
関
す
る
相
談
　

な
ど

※
相
談

は
無
料
で

す
が
、

事
前
に
予
約
が
必
嬰
で
す
。

保
健
福

祉
課
福
祉

グ
ル

ー

プ
ｇ

（
５
８

５
）
2
7
9
3

ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

「
5
5
周
年
を
迎
え
た

検

察

審

査

会

」

検
察
密

査
会
制
度

は
、

検
察
間

が
被
疑

者
（
犯
人

と
思
わ
れ

る
人

）
を
裁
判

に

か

け

な

か

っ

た

こ

と

（
不
起

訴
処
分

）
の
よ
し

あ
し

を
、
国
民

の
中

か
ら

く
じ
で
選

ば
れ
た
Ｈ
人

の

検
察
審

査
員
が
審
査

す
る

と
い
う
制
度
で
す
。
国
民

の
一
般
的
な
良
識
を
検
察

官
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
、

よ
り
良
い
刑
事
司
法
を
実

現
す
る
た
め
、
検
察
審
査

会
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た

こ
の
制
度
は
、
七
月
十
二

日
に
五
十
五
周
年
を
迎
え

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
検
察
審
査
会
事
務
局

］`（
５
３
４
）
2
1
5
6

阿武隈川サミット10周年記念事業
ミュージカル｢リバーヘッド｣ 森と川と水源地のものがたり

７月16日(水) 開演18:30～　福島市公会堂

阿武隈川沿線の市町村長で組織する、阿武隈川サミットでは10

周年を記念しミュージカルを開催します。入場は無料ですが、入

場整理券が必要です。次により申し込みください。

◆申 し 込 み方 法… 往復 は が きに、住 所・電 話 番号 ・全貝 の氏 名

〔往 復は が き1枚 につ き5 名 まで〕・年 齢 ・会場名 （福 島市公 会

堂）を明記し、〒184･a577　 東 京都小 金井市本町 ６･５･３　 ふる

さと きゃらば ん「リ バーヘッド 」事務 局福島市係 まで、お 送り

くだ さい｡l,500 名 様をご招 待いたし ます｡（応 募多数の場 合は 抽

・選。観 覧対象は 小学生以 上とな り。未就 学のお子 様はご達 慮く

ださい｡ ）

★お問い 合わせ　 阿武隈川 サッ ミト 実行 委員会 〔福 島市河川 課〕

ｰ 37

電話加入権等公売

福島県で所有する電話加入権及び電

話利用権を一般競争入札により公売し

ます。▼とき 平成15年７月25日(金)

▼ところ　福島県庁東分庁舎内会議室

★問い合わせ先 福島県県北地方振興

局県税部納税グループ1  ｰ 7N4



福島県農業振興審議会委員の公募につい て

福鳥県では、農業の伽興に関する基本的lμ項について､阿
査審議する「福鳥県農業振興審査会」の委八のうち「農

業・良村に関心ある女性2名j を、広く県民の皆様から公
募させていただきます。

応募方法等騨細は次までお問い合わせください。
★お問い合わせ

福島県農林総務領城農林企画グループ

価 幻 ｰ

幟
沒
書
諾

舂
お
よ
″
父
母
擇
霤

况

へ

特
別
給
付
金
の
継
続
支
給

特
別
給
付
金
の
最
終
償

還
を
終
え
た
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
等
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
に
改
め
て

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
▼
第
十
七
回
特
別

給
付
金
「
い
９
」
国
債
を

受
け
た
戦
没
者
の
妻
で
、

平
成
卜
五
年
四
月
一
日
現

在
で
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
権
利

を
有
し
て
い
る
方
…
　
額

面
二
百
万
円
の
特
別
給
付

金
支
給
　
▼
第
十
九
回
特

別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

を
受
け
た
戦
没
者

の
父
母

等
で
、
平
成
十
五

年
四
月

一
日
現
在
で
公
務
扶

助
料
、

辿
族
年

金
等
を
受
け

る
権

利
を
有

し
、
か
つ
、
平

成

十
五
年
三
月

三
卜

。
日

ま

で
の
間
に
氏

を
同
じ

く
す

る
子
も
孫

も
有
す

る
に
至

ら
な
か
っ

た
方
。
…
　

額

面
百
万
円

の
特
別
給
付

金

支
給
。
▼

請
求
期
限
…

平
成
十

八
年
三
月
一
二
十

一

日★
問
い
合

わ
せ
・
駒
求

手

続
き
先
　

保
健
福
祉

課
福

祉
グ
ル

ー
プ
　
ｇ

（
５
８

５
）
２
7
9
3

河川をきれいに

７月は河川愛護月間です

七月は河川愛護月間です｡ふるさとの河
川を守るため､町内を流れる河川を対象に、

クリーンアソヽプ作戦を展開し ます。
このクリーンアップ作戦は｡全国一斉に行

われるもので､河川敷に捨てられたごみや
空き缶などを回収し たり｡雑草木の刈り払

いを行うものです｡ご協力をお願いし ます。
実施日は次のとおりです。

クリ ーンア ップ 作戦　７月 ６日(日)

＊ 後日 。詳し いこと をお知ら せし ます。

★問い合 わせ

建設課管 理グ ループ　(  585 ) 2972
kensetu@town.kunimi.fukushima.jp

福島県統計グラフ

コンクール作品募集

統計について興味と親しみを持っ

ていただくため｢第53回福島県統計

グラフコンクール｣の作品を募集し

ています。

◆募集作品 観察記録や既存のデー

タなどを手描きまたはパソコンでグ
ラフにしたポスター

▽テーマ　自由

▽大きさ花 .8cm
X51.5cm くB2判）

◆応募資格 小学生以上

◆募集期限　９月５日

★応募･問い合わせ先

〒960－8670

県庁情報統計領域　 統計分析グル

ープ ？?024- 1 ｰ 7143

松
く

い
虫
防
除

町
で
は
松

く
い
虫
に
よ

る
被
害

を
防
ぐ
た
め

に
、

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
に
よ
る
薬

刑

散
布
を
行
い
ま
す
。

▼

散
布
地
域

◇
石
母
田
横

向
周
辺
の
松
林

◇
泉
田
新

田

集
落

周
辺
の
松
林
▼
散

布
日
・
時
間

◇
六
月
十
六

日
、
六
月
一
こ
十

日
◇
石

母

田
地
区

・
泉
田

新
田
地
区

と
も
に
午
前
四
時

三
十

分

～
六
時

◆
散
布
日
や
故

布

時
閥

は
、
天

候

に
よ

っ
て

変

わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

◆
散
布

日
は
対
象
区
域
内

に
立

入
ら
な

い
で

く
だ
さ

い
◆
散

布
区
域
の
林

道
は

辿
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
産
業
振
興

グ
ル
ー
プ

公
（
５
８
５
）
2
9
8
6

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

後

藤
　
　

衛

バ
6
5（
嵎

畄

）

菊

地

チ

ト

リ

ー
8
1
（
．な
ｍ
心
）

佐

久

間

幸

雄

ご
7
3（
錦

町

）

鈴

木
　

貞

雄

丿
5
7（
駅

前

）

宍

戸
　

胯

雄

丿
一一‥（
第

１

）

後

藤
　

光

雄

丿
8
1（

並

柳

）

結
婚
お
め
で
と
う

斎
藤
充
弘

丿
　

渡
部
真

澄
ｊ

（

耕

谷

）

誕

生

お

め
で

と

う

お
ｒ

さ

ん
　
　
　
　

皿
　

ａ
　

者

安

藤
　

う

紗
冫

‘
　
充

輝

丿
　

忠

子

。
‘
　（

１１１
｀
恚

）

五

十

嵐

励

希
；

λ
　

秀

樹

２
　

美

佳
ｊ
　

（

鶉

町

）

菊

田
　

澎

誹

さ

‘
　
穣

丿
　
　

梨

佳
ｊ
　

（

ｍ`
詆

）

占

田
　

漾

浹
冫

‘
　
勉

ｊ
　
　

ゆ

み
子

ｊ

（

板

橋

）

菊

地
　

叶

儚
ｙ
　

秀

一

丿
　

美

恵

子
ｊ

［
第
1
0
］

佐

藤
　

舞

美
冫

‘
　
康

広

丿
　

亜

矢

子

ご
（
貝

軣

(  5  月 日までに､゛i町窓1’1で受付した

方で､住所をffする方を掲載しました､｝

掲載を希望されない 方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

７月の心配ごと相談

･I IIlｔ･ jtlll　 勲1 ，

佐 ●|IEf ″4

15111 匍 矜{久 圃 綱l。11111

ウ メ･4

ｚ511ｔl 松i･ 惣･ ４

中11j af,14

● 場 甬 役 場(  2  )

● 塒 間 午| 闘!j 畤 ～IE 午

人口と世帯
平成15 年５月１日現在

人口10.976 人(  ｰ 24 )

男5278 人(  -13〉

女5.698 人(－11 〉

出生５人 死亡10人

転入28人 転出47人
世帯3.217 世帯（　 Ｏ）



生涯学習

つうしん

国見町 教育委員会生涯学習課
( 観月台文化センター)

(  585 ) 2676 FA)《(  5 ) 2707
s れ的ま@town.ku nimi .fukushimajp

行 事のお知らせ

《６月）……………………………
2()日(金) 合同字習(スポーツ民踊)

成人学級(議会傍聴)

21日(土) 少年仲閧づくり

(レクリエーション)
23日(月) 子ども移動図書館(藤田小2)

24日(火) 阿津賀志学級(爾遭)
子ども移動図書館(藤田小3)

25日( 水) 阿渾貿志学級(陶芸)
くにみ女性教室(絵手紙)

26日( 木) 阿津賀志学級(和紙工芸)
子育て教室(みんなで遊ぼう)

27日(金) 阿津賀志学級(草花を育てよう)
成人学級(環境を考える)

（ ７月 》……………………………
２日(水) 阿滓賢治７秡t陶蕋J

くにみ女性教室(東北電力訪問)
３日(木) 阿津賀志学級(和紙工芸)

子ども移動図ｌ 館(森江野小)

４日(金) 子育て教室(おやつ作り)

子ども移動図書館(藤田小Ｄ
７日(月) 休館日

８日(火) 阿津賀志学級(窰遭)
９日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

11日(金) くにみ女性教室(絵手紙)

12日(土) 少年仲問づくり
(オリエンテーション)

13日(日) 子育て教室(応急手当)

14日(月) 合同学習会(家系図と自分史)

16日(水) 阿津賀志学級(陶芸)
18日(金) 合同学習(スポーツ民踊)

成人学級(マジックへの招待)

23日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

24日(木) くにみ女性教室(絵手紙)
29日～31日　少年仲問づくり(キャンプ)

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式

平
成
十
五
年
度
阿
津
賀
志
学

級
の
問
駒
式
並
び
に
交
通
安
企

大
学
証
交
付
式
は
、
五
月
ト
ニ

囗
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
百
二
十
余
名
の
学

級
生
が
出
席
し
て
盛
人
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
安
藤
政
治
学
級
委
ｎ

長
の
挨
拶
、
Ｍ

永
町
長
か
ら
は

学
級
の
歴
史
的
背
景
と
昨
今
の

発
展
的
町
づ
く
り
を
盛
り
込
ん

だ
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

中
村
一
郎
さ
ん
が
新
学
級
生

十

八
名
を
代
衣
し
て
交
通
安
全

大
学
証
等
の
交
付
を
受
け
。
佐

藤
忠
笑
町
議
会
議
災
と
鈴
木
鳥

行
桑
折
讐
察
署
艮
の
祝
辞
と
助

’。う‥
を
頂

き

、
健

康

で
安
令

な

潤

い
あ

る
生

活
の

確

な
を

哲

い
介

い
ま
し

た

。

式

の

後
、
「
加

齢

と

体

の

変

化

」

と
題

し
て

公

立
藤

川
総

介

病
院

前
院

艮
原

Ⅲ

實
先

生

の
記

念
講

演
が

あ
り

、

ユ

ー
モ
ラ

ス

な
雰

囲
気

で
生

活

に
直

結
し

た

具
体

例
を

引
川

し

な

が
ら

判
り

易
く

教
授

し

て
頂

き
人

変
有

意

義
な

馳
演

と

な
り

ま

し
た

。

佃

例

の
朝

顔
鑑

賞

会

（

八
月

。
凵
Ｆ
定

）
に
出

品

し
て

い

た

だ

く
た

め

、
新
人

級

生
へ

朝
顔

鉢

一
式

が

贈
ら

れ
ま

し
た

。

年

々
入
級

生

は
、

減
少

ぎ

み

で

す
が

総
学

級
生

百

ハ
ト

名
余

で

人
変

盛

況
で

す

。
秘
極

的

に

楽

し

い

「
仲
間

」

に
な

り
ま

し

く
に
み
女
性
教
室
開
講

く
に
み
女
性
教
室
は
、
女
性

と
し
て
心
ａ

か
に
教
養
や
趣
味

を
身
に
つ
け
、
健
康
づ
く
り
を

日
指
し
、
学
級
生
三
卜
九
名
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
講
式
は
丘
月
十
四
日
に
行

わ
れ
、
式
終
「
ｆ
後
に
は
班
ご
と

に
分
か
れ
て
、
魅
力
あ
る
教
雀

に
す
る
た
め
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
講
話
。
調
理
実

習
、
研
修
旅
行
、
折
り
紙
な
ど

卜
二
川
の
全
体
学
習
と
ス
ポ
ー

ツ
、
絵
予
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
、

煎
茶
の
趣
味
の
グ
ル

ー
プ
学
習

を
Ｆ
定
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
女
性
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
学
習
を
辿
じ
て
学
級
生

同
上
が
、
交
流
を
深
め
な
が
ら

楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。



開
館
十
周
年
記
念
写
生
大
会
審
査
会
入
賞
者
決
定

写

生

大
会
　

入

賞

者

決

定

五
月
十
日
に
開
催
し
た
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
写
生
大
会

に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
五
十
六

点
の
作
品
の
審
介
会
が
行
わ
れ
、

石
原
晃
雲
先
生
と
町
内
の
小
中

学
校
美
術
教
師
に
よ
る
審
査
で

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

人
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
岡
見
町
文
化
祭
に
お
い
て

展
示
し
ま
す
。

〈

入

賞

者

｝
　（

敬

称

略

）

町

長
賞
　

本

多

直
哉
１

川
小
四
）

議

長
賞
　

伊
藤
　

早

紀
（
麗

中
．．）

教
育
長
賞

武
田

紗

由
美
（
梵

申
．．）

審
査
員
賞
　
山
田
愛
理（
応
力

）

親
子
賞

佐
藤
陽
子
　

陽
菜
　
礼
菜

弘
人

優
秀
賞

赤
坂
　
存
奈
　
石
原
　
和
輝

佐
藤
　
宏
美
　

八
鳥
　
千
尋

松
浦
亜
沙
子
　

八
巻
　
七
重

佐
久
間
恵
利
や
　
徳
江
品
美

村
ｈ
貿
余
子
　

八
巻
　
美
肌

佳
　
作

石
原
菜
々
子
　
山
田
夕
理
香

黒
田
　
冴
歌
　
人
津
　
聡
史

清
水
　
翔
太
　
佐
藤
瑛
梨
奈

東
海
林
磨
那
芙

舟
山
美
穂

三
浦
万
理
子
　
穂
苅
　

華
奈

赤
井
　
畑
識
　
佐
藤
　
秀
美

玉
手
　
優
子
　
関
　
明
日
香

町長賞に輝いた本多羸鰒くんの作品

観月台
文化情報

平成15年度少年劇場

｢ふたりのイーダ｣

原作 松谷みよ子

6 月２８日(土)

午前10:３０～

入場無料
問い合わせ●●・ 生区学習0  ( 585 ) 2676

～新しい本が届きました～
(一般售)

釈迦………………………………………瀬戸内寂聴

ゲームの名は康糧………………………東野 圭吾
深川黄表紙掛取帳…………………………山本一力
わかるとはどういうことか………………山鳥 重

半七捕物帖１～６…………………………岡本祠堂
山田風太郎明治小脱全集1～7…………山田風太郎

日本百名山の背景…………………………安宅夏夫
胃空のむこう……………… アレックス･シアラー

料理人………………………………… エマ●ホリー
立志ふたたぴ……………………………出久根達郎
(児童魯)
ヌンのる すばんａ]日………………………大 塚篤子

シキユ囗スの 剣……………………………… 泉啓子

さら われる …………………………………岩瀬成子

まじょのめざ まし ………………………茂 市久美子

ぼく は貝の夢をみる …………………………盛囗涓

ペチューニアのだいりょこう

……………… …ロ ジャー・デュボアサン

アマーリア姫とこうもり奴

…………… アレクサンドラ･フ ィツシャー

とぴたて竜の子ダント …………… ジェニー･ニモ

寧の中ではと ぱないで ……… ベティー･プ 囗ツク

はるちゃんね……………………さいと う　し のぶ

ス
ポ
ー
ツ

募集 スポーツテス卜 自分の弾力を知って、健康づく り

●日　眄　７月13日(日) 午前９眄から…65才以上の部
午後１畤から…20才～64才の部

●内 容65 才以上の部･‥握力測定､上体起こし､前屈､片足立ち、
10m 障害物歩行､6分間歩行

20才～64才の部･‥握力測定､上体起こし､反復横とび、
前屈､立ち幅跳び､シャトルラン

●場 所 観月台文化センター体育館
●対 象 国見町在住又は在量|}
●定 員 それぞれ30人ずつ

●参加料 無料
●申込み　７月１日まで生涯学習課へ(電話での申込可)

募集 親子で楽しむソフトバレ一ボール教室

●日　時　７月26日( 土)･27日(日) 午前９畤～午前1 1 時 30分
●内 容 少人数､幅広い年齢層でできるバレーポール。
●鳩 所 観月台文化センター体育館
●対 象　国見町在住又は在勤の方｡ 年齢､性別は問いません｡親子でなくとも可。
●定 員　30人
●参加料 無料
●申込み　7月14日まで生涯学習課へ(電話での申込可)

プールは７月５日か
ら

･期間　7月5 日～8 月24日

(ナイターは7 月19日

～8 月17日)

・時問 ①9:00 ～11:30

②13:00 ～15:00

③15:30 ～17:30

④18:30 ～20:30

(④はナイター期闢のみ)



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

快
適
さ
を
　
心
地
よ
さ
を

も
っ
と
活
か
し
て

恵
ま

れ
た

立
地
条

件
を

活
か

し

、
快
適

さ
・

心

地
よ

さ
を
集
大

成
し
た
街

「
国

見
ニ
ュ

ー
タ

ウ

ン
」
。
厳
し
い
経
済
状
況
の

も
と
、
毎
年
着
実

に
販
売

を
進
め

、
既
に

Ｉ
〇

〇
区
画

の
分

譲
を

達
成
し

ま
し
た

。
既
に

七
十
世

帯
、
二
百

五
十

人
を
超
え

る
方

が
居

住
さ
れ

、
半

数
以
上

が
国

見
に
移

り
住

ま
れ
た
方
で

、

定
住
化
構

想
も
前

進
し
て

お
り
ま
す
。

「
国
見
町

が
国
土
交

通
省
の
補
助
の
も
と

、
し

っ
か

り
造
っ

た
も
の

だ
か
ら

、
安
心

さ
ら
に

格

安
」
こ

の
こ
と

を
大
切

に
、

既
に
入

居
さ
れ
て

い
る

方
を
は

じ
め
多

く
の
皆

様
に
信

頼
・
支

援

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

残り62 区画分譲中

100区画分譲により、現在62区画を

分譲しており、先着順に要望区画が選

択できます。建築期限の制限は無く、
将来予定される子供さん等のためにも

購入いただけます。この機会に是非現

地をご覧ください。
詳細は下記へお問い合せください。

現地案内も随時行っておりますので、

お気軽に連絡ください。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは３年以内の

分割納入が可能に!

借り入れによる一括支払の場合は

３年間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について

３年間利子補給)

ll･卜水逆完備

丁 ﾙ - 州 か ら

湖-i 濔 ぶ白h ﾊﾟ･,地

函陌ない歿比祠1

憩いい緑地公l娟 力川

を扛 た縋鞣 叫哺燧i
てい

お申込み・お問い合わせ

国見町企画財政課
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

谷 585  ｰ

▲うみのふしぎないきもの

森江野小２年 石川稀世樹

卜
犬
の
お
や
こ

森
江
野
小
２
年

佐
藤
絵
梨
華

▲にじのおしろ

森江野小２年　吉田留衣

おこりんぼうおに黔

森江野小２年　実沢陽太

編
集

発
行

国
　

見
　
町
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